
○　目的

市民のレクレーションや健康増進のため、平成26年に整備した
手原川の下流側で散策路を整備するもの

○　事業概要(平成28年度)

手原川の平成26年度整備箇所の下流側で、アスファルト舗装や
転落防止柵の設置を行うもの
（１）サインポール,案内標識等設置 2,000千円

（２）カラーアスファルト舗装、転落防止柵設置 2,000千円

事業名

新規・拡充
継続の別

事業内容

継続千円4,000

水辺の散策路等環境整備事業

－

平成２８年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64
建設部施設管理課
緑のまちづくり室

予算額

1344

サインポール,案内標識等設置予定箇所

カラーアスファルト舗装、転落防止柵設置予定箇所

○　目的

公園施設長寿命化計画（H25策定）に基づき公園施設の更新等を行い、
市民が安全かつ安心して施設の利用ができるよう、機能回復（更新）
を図るものである。

○　事業概要

公園施設長寿命化対策設計業務委託
（田辺公園中央体育館・田辺公園プール）

事業内容

一式

－

平成２８年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64
建設部施設管理課
緑のまちづくり室

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1344

継続千円10,000

公園施設長寿命化対策事業



○　目的

○　事業概要
（工事委託） （設計業務）
・奥池跨線橋橋梁修繕工事 ・東神屋新橋

橋梁修繕工 一式 橋梁修繕設計業務 一式

・大住跨線橋橋梁修繕工事
（橋梁点検業務）
・田辺高架橋他24橋

橋梁修繕設計業務 一式
橋梁定期点検業務 一式

・山手南跨線橋

橋梁定期点検業務 一式 橋梁修繕設計業務 一式

橋梁修繕工 一式

平成２８年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64建設部施設管理課

事業名

継続千円145,000

橋梁長寿命化修繕事業

予算額
新規・拡充
継続の別

1342

事業内容

　京田辺市橋梁長寿命化計画に基づき、効率的に橋梁を維持し延命化
を図るため修繕等を行うものである。

－

○　目的

○　事業概要

・田辺駅前線
舗装修繕（打換え）工 一式

・田辺駅前幹線1号線
舗装修繕（打換え）工 一式

・薪新田辺線
舗装修繕（打換え）工 一式

事業内容

　京田辺市道路修繕計画に基づき、効率的に道路を維持し道路交通の
安全性を確保するものです。

－

平成２８年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64建設部施設管理課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1342

継続千円10,100

舗装修繕事業



○　目的

○　事業概要

・ 南山団地外部長寿命化改修等工事
　外壁改修・鉄部塗装・受水槽・ポンプ更新等工事

・ 上記工事に伴う工事監理業務委託

・ 西羅団地外部長寿命化改修等工事
　外壁改修・鉄部塗装・屋上防水等工事

・ 上記工事に伴う工事監理業務委託

・ 谷ノ上団地外部長寿命化改修等工事設計業務委託
　外壁改修・鉄部塗装・屋上防水等工事に伴う設計業務

・ 南山団地浴槽及び給湯設備改修等工事設計業務委託
　高齢者対応浴槽設置・３点給湯設備等工事に伴う設計業務

　安全で快適な市営住宅を長期間にわたって確保するため、予防保全等
の観点から修繕や改善工事を実施し、建物の長寿命化と更新コストの縮
減を図る。

担当所属名 建設部開発指導課 直通電話番号 64 － 1341

事業内容

予算額 153,900 千円 新規・拡充
継続の別 新規

平成２８年度　当初予算主な事業

事業名 市営住宅長寿命化事業

○　目的

○　事業概要

－

平成２８年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 63建設部計画交通課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1219

新規千円10,000

京田辺市立地適正化計画基礎調査事業

事業内容

　人口減少や少子・高齢化の進行、市街地の拡散といった課題に対し
て、生活利便性の維持・向上や地域経済の活性化、行政コストの削減、
地球環境への負荷の軽減を図るため、コンパクトシティの実現を目的と
して策定するもの。

（１）策定期間
　平成28～29年度の2カ年をかけて策定する計画であるが、平成28年度に
ついては、基礎調査、課題の抽出・整理、方針の検討を行い、素案を作
成する。

（２）計画の内容（平成28年度）
　下記の項目を検討し、素案を作成する。

①住宅や都市施設の立地の適正化に関する基本的な方針
②居住を誘導すべき区域の設定
③都市機能の立地を誘導すべき区域の設定

（３）実施方法（平成28年度）
①ＧＩＳを活用し現状把握や将来推計といった基礎調査を行うことによ
り課題の抽出・整理を行ったうえで、素案として、方針や居住誘導区
域・都市機能誘導区域（案）を定める。
②計画の検討にあたっては、その内容が都市計画や建設分野だけでな
く、公共建築物や商業、医療、福祉、子育て支援といった多岐に及ぶた
め、庁内組織の横断的な検討体制を設ける。



○　目的

○　事業概要

平成２８年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 65
建設部都市整備課
三山木整備室

継続千円253,085

三山木地区区画整理事業事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

5540

事業内容

　ＪＲ三山木駅及び近鉄三山木駅周辺地区の土地区画整理を行い、良好
な環境を有する新市街地の形成を図ります。

　土地区画整理事業によって、駅前広場、道路、公園等の公共施設を整
備するとともに、限度額立体交差事業による鉄道の高架を行い、駅周辺
の活性化と宅地利用増進を進めます。
　関西文化学術研究都市の北の玄関口として、また市南部の核拠点とし
ての機能と景観を備えたまちづくりを推進します。

－


